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はじめに 

  

 
医師・研究者キャリア支援センター長 挨拶 
小宮根真弓 皮膚科学 教授 
 
 
 医師・研究者キャリア支援センターは、2007 年に、女性医師支援センターとしてスタートし

ました。2012 年度から、支援の対象を女性医師のみならず男女の医師・研究者に拡大し、現在

の医師・研究者キャリア支援センターとして活動しています。 
 2016 年度より、当センタ－の活動を報告書にまとめることにしました。2019 年度も、自治医

大の職員の方々が、より快適に仕事を続けていくことができるように、職場の環境改善を目指し

ています。 
 次世代医師・研究者交流会には、各界における著名な先生を講師としてお呼びして、医師、研

究者の方々の仕事に対するモチベ－ションを高めて頂けるようなお話をご講演頂いています。

2019 年度は、ノーベル賞受賞歴のある大村智先生をお呼びしました。講演では、世界の中で自

分の研究を発展させていく探求心、そして研究者として考えるべき方向性について語っていた

だき、参加者にも力強いメッセ－ジとして伝わりました。また、働き方を考えるセミナ－では、

スゥェ－デンで泌尿器科医として、最新のダ・ヴィンチ手術を専門分野としてご活躍している宮

川絢子先生をお呼びしました。先生の仕事や子育て支援、スウェ－デンと日本の医療システムの

違いなどをお話いただき、キャリアや働き方を考えるきっかけとなりました。 
 Jichi Joy Café(JJC)は 2016 年度より、総合診療内科の石川由紀子先生が中心になって始めた

活動です。2019 度は「多様なキャリアを理解しあう」をテ－マに、キャリアの継続と家庭の両

立について情報交換し、働きやすい職場づくりを考えるための交流会を、2 回開催しました。 
特に、2 回目の開催では、国境なき医師団としてご活躍経験のある鈴木美奈先生をお呼びし、ご

自身の体験を語っていただきました。今後も同じ悩みを共有できる仲間のネットワ－クづくり

に多くの職員の方々に利用していただければと思っています。 
 保育ル－ム「あいりす」では、一時保育、病児保育、夜間保育、送迎等、これまで通り継続し

て行っています。2019 度も多くの利用者がありました。 
 今後も、より充実した支援体制・活動を目指してまいります。当センターを最大限に活用して

いただければ幸いです。  
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センター長

（兼）小宮根真弓教授

企画係

庶務係

事　務　部　門

医師・研究者キャリア支援セ
ンター 保育ルーム（一時託児、

夜間保育）

学長 育児支援部門 (株)日本デイケアセンター

育児支援室（病児保育）

医師・研究者キャリア支援センター体制

次世代医師支援

（兼）アドバイザー11名
次世代育成・就業

継続支援
ワ－クライフバランス

スタッフの紹介 ※新任
• センター⻑ 小宮根真弓 (皮膚科学教授)
• アドバイザ－ 石川由紀子 (地域医療学センター講師)
• アドバイザー 山形 祟倫 (小児科学教授)
• アドバイザー ⿊須 洋 (抗加齢医学研究部准教授)
• アドバイザー 小川 真規 (保健センター教授）
• アドバイザー 鴨下 信彦 (病態生化学講師)
• アドバイザー 小形 幸代 (循環器内科学講師）
• アドバイザー 川合 志奈 (小児泌尿器科講師）
・ アドバイザー 高橋 将文 （細胞生物研究部准教授）
・ アドバイザー 加藤 梨佳 （精神医学助教）
※ アドバイザ－ 山邉 昭則 (学生生活支援センタ－准教授)
※アドバイザ－ 秋根 大 (保健センタ－助教)
※園 医 村松 一洋 (小児科学准教授)
※園 ⻑ 神田 貴代 （看護副部⻑）
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 2019 年度 活動状況一覧 

 

 

1 次世代育成支援    ○ 次世代医師・研究者講演会（4/19） 

             「私の研究と社会貢献」 

              北里大学特別栄誉教授、ノ－ベル生理・医学賞受賞者 大村智氏 

 

2 就業継続支援・復職支援（随時）  

・勤務継続のためのカウンセリング、コーディネート 

・短時間勤務者フォロー 

・Jichi Joy Café（7/12，9/17） 

○「働き方を考えるセミナー」講演会（12/18） 

カロリンスカ大学病院/慶應義塾大学医学部客員講師 宮川絢子氏  

                 

3 育児支援       ・保育ル－ム「あいりす」を運営し、一時託児 

夜間保育・病児保育を実施 

・医学部 1年生保育ルーム見学（6/13，6/27） 

・パパとママの子どもの食事の話（10/18） 

・小児科の医師からパパ、ママに伝えたいこと（11/26） 

・サポ－ト会員懇親会（1/17） 

・BLS 研修会（10/21，10/28，11/5，11/11） 

・夏祭り（8/3），クリスマス会（12/14） 

 

4 地域医療従事医師支援  ・本学卒業生のワークライフバランスを考える会 

（地域医療推進課で実施） 

 

 5 附属病院事業      ・All Jichi Project(若手医師交流会) 9/24 

        

6 アンケ－ト調査の実施  ・働きやすい環境作り(Good Practice)アンケ－ト 

                

7  広報誌発行       ・ニュースレターの発行 （4 回） 
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   「2019 年度 次世代医師・研究者交流会」講演会開催報告 

2019 年 4 月 19 日、北里大学特別名誉

教授 大村智先生を講師にお招きして、

第 15 回「次世代医師・研究者交流会」

講演会が開催され、学内外から 283 名

の方が聴講されました。 

 大村先生は、イベルメクチンの開発

に取り組み、寄生虫感染症の治療法確

立に貢献し、また生涯にわたり 170 を

超える新たな化学物質を発見し、これ

らの功績から、2015 年には、ノ－ペル

生理学・医学賞を受賞しています。 

 講演会では、大村先生自身の研究の出発点から、アメリカ留学、そして日本に戻られてから、国

境を越えた研究を進めてきたことをご紹介されました。一つの小さな研究フィ－ルドが世界規模の

研究へと発展していくスケ－ル感や、世界の中で自分の研究を発展させていく探求心、そして研究

者として考えてきた、あるいは考えていくべき方向について多くのメッセ－ジを頂きました。 

約 90 分の講演の中では、先生自身のいろいろな体験談がみな印象的でした。特に、自分自身を含め

た研究者の好奇心や探求心、情熱を強く鼓舞してくださったように感じました。また、質疑応答で

は、若い学生たちが積極的に質問している姿から、学生たちにも力強いメッセ－ジになったと思い

ました。 

 この講演を通して先生が伝えたかったことは、ささいなことにも興味を持ち、努力を積み重ねて

いく大切さ、そして現状に甘んじることなく、自ら行動していくことの大切さ、「積み重ね、積み重

ねてもまた積み重ね」という言葉を体現し、その中でノ－ベル賞につながる成果を出したことでは

ないかと思いました。 

 講演後には、先生の研究者としてあるべき姿勢(基礎研究も役に立つ、資金がないからといって諦

めない、人の役にたちたい、研究成果を世界の人々と地域の人たちとシェアしたいという信念)に感

銘を受けたとの意見が寄せられました。 
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1 アドバイザー等による相談受付 
 勤務継続支援・復職支援・育児支援等に関する相談を行っている。 
 
 

2 マタニティ白衣のレンタル  
 女性医師を対象に、妊娠中に使用するウエストが調節可能なコートタイプのマタニティ白衣の 
レンタル（無料）を行った。 数年前から、半袖タイプ白衣を導入し、長袖Ｌを増やし、ニーズに

応えられるようにしている。  
 
 

3 「Ｊｉｃｈｉ Ｊｏｙ Ｃａｆｅ」の実施 
 当センターの活動の大きな柱の一つとして、キャリアの継続と家庭の両立について情報交換し、 
働きやすい職場づくりを考えることを目的に、毎回テーマを決めて開催している。対象者は、原則

として医師、研究者、学生である。 
 
 

4 「働き方を考えるセミナー」の開催 
 令和元年度は、「仕事と育児のワ－クライフバランス」をテーマに、学外から講師を招聘して、

講演会及び懇親会・意見交換会を実施した。 
   
 
 ○ 復職支援として、メディカルシュミレーションセンターの医療安全プログラム及び医療技術 

トレーニング部門の教育プログラムの利用についてご案内している。 
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2019 年 7 月 12 日に第 10 回 Jichi Joy Café
を開催いたしました。今回は初めての試みとし
て、講演は⾏わずにディスカッションを中⼼に
させて頂きました。開催前の事前アンケートに
基づき、当センターのアドバイザーがファシリ
テーターとなって参加者の皆様と意⾒交換を
⾏いました。Jichi Joy Café の特徴でもある、
“暖かな雰囲気のもと 職種や⽴場を超えて話
し合い お互いの理解を深める“ということが
できた会だったと思います。 
 職場で「お互いを理解しあう」には何が⼤切
かというテーマでは、コミュニケーション、環
境・体制作りなどの意⾒が出ました。上司から
部下に声をかけてくれると話しやすい、上司と
定期的な⾯談を⾏う仕組みがあると良いなど
の意⾒もあり、医局など部署ごとに取り組みの
差があることも分かりました。 

 今後も多くの方に Jichi Joy Café に参加いただけるように、実施時間や内容を工夫していき
たいと思います。都合がつきましたら参加して、自由で暖かな雰囲気を感じて頂ければと思いま
す。 
また、医師・研究者キャリア⽀援センターでは皆様とともに「お互いを理解し合う」にはどうし
たらよいのか考えていきたいと思います。ご意⾒等がありましたら気軽にお寄せ下さい。 
 

                「 開催内容 」 
 

♦当日タイムスケジュール 
①  あいさつ             センター⻑ 小宮根 真弓 
②  自己紹介 
③  事前アンケートによるフリーディスカッション                       

ファシリテーター 循環器内科学 講師 小形幸代 先生 
         精神科学   助教 加藤梨佳 先生  

「 第 10 回 Jichi Joy Café 」開催結果報告 
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《 事前アンケート結果 》 
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2019 年度テーマ  
 
9 月 17 日（火）に「第 11 回 Jichi Joy Café」を開催しました。 

今回は、「医療人としてのキャリアビジョンを考える」というテーマで外部講師を招いて講演会形式で実施致しま

した。講師は新潟大学地域医療境域センター・魚沼基幹病院の産婦人科部長、鈴木美奈先生です。鈴木先生

は国境なき医師団として海外でのご活躍経験があり、それらの貴重なご経験を多くの写真をまじえて御講話頂

きました。夢をもって努力すること、感謝の心を忘れないこと、スタッフと協力して診療にあたる姿勢など、医療

人として本来あるべき姿をメッセージとして残して頂きました。今回は医学部生の参加も多く、「夢を与えて頂い

た」「先生のお話しを地域医療に活かしたい」など、多数の感想が寄せられました。当センターでは皆さまから

頂いたご意見を参考に、働き方の多様性やキャリアについて、今後も話題提供ができればと考えております。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
参加者聴講の様子︓皆さん真剣に聞き入っています 

「 第 11 回 Jichi Joy Café 」開催結果報告 

小形幸代先生 センター活動状況についての 
ご講話の様子 

鈴⽊美奈先生ご講話の様子 
  飾らない先生のお人柄がにじみ出ています 
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 講演テーマ︓ 「医療⼈としてのキャリアビジョンを考える」 

                       新潟⼤学地域医療教育センター  魚沼基幹病院   鈴⽊美奈先⽣ 
 
                                                         ＜一部抜粋＞ 
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2019 年度 「働き方を考えるセミナー」 開催報告 

 

令和元年 12 月 18 日（水）本館北棟 講堂 1 に於いて、「働き方を考えるセミナー」を開催いたしました。 

今年度は、遠くスウェーデンの地でご活躍の宮川絢子先生に遥々ご足労いただきまして、スウェーデンの子育て

支援・働くママ医師から 「子育て＋仕事 120％」と題してご講演頂きました。 

講話では、スウェーデンと日本の医療システムの違いや男女格差について、さまざまなデータを引用して分かりや

すくお話いただきました。中でも、患者側からの厳しいアクセス制限や費用対効果判定による治療の選択・中止等、

日本では容認を得られない様な医療システムの浸透には聴講者の方々も皆大変驚いていました。 また、宮川先

生ご自身のお子様（双子）の出産、子育てを経験している中で、女性外科医としてキャリアを目指す考え方をご提

言頂きました。「生きるために働く」、「人生は不公平」というご提言の中に、先生の女性外科医としての強い信念を

お示しして頂いた講演となりました。聴講者からのアンケートでは、「日本とスウェーデンの両方の国を体験しておら

れるからこそのお話で大変興味深かった。」「日本の意識改革が継続的に必要であると思った。」「キャリアや働き方

について考える機会となりました。」などの様々な意見が寄せられました。 

講演会終了後、新館南棟 5 階スカイラウンジにおいて、懇親会を開催し、宮川先生を囲み、学長、副学部、講

演会参加者と意見交換を行ました。 

医師・研究者キャリア支援センターでは皆さんの働き方改革の少しでもお役に立てるイベントをこれからも随時企

画していきたいと考えております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ご講演の様子

質疑応答の様子

学⻑挨拶質疑応答の様子

講師紹介（川合先生）
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♦ 医学部学生見学会 

 医学部学生が、社会学の一環として保育ル－ムの見学を行いました。 

令和元年 6月 13 日、27 日に実施し、医学部 1年生 29 名の学生が参加しました。 

 
♦ ＢＬＳ（救急蘇生法）研修会 

保育サポーター、保育士等を対象にメディカルシミュレーションセンタ－教員による講習会を 

10 月 21 日、28 日、11 月 5 日、17 日に 4回に分けて実施しました。 
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♦ 夏祭り  

8 月 4 日 保育ル－ム「あいりす」で夏祭りを開催しました。 

当日は、22 家族 77 名（スタッフ含む）の参加がありました。 

  

♦ クリスマス会 

12 月 14 日 保育ル－ム「あいりす」でクリスマス会を開催しました。 

当日は、19 家族 64 名（スタッフ含む）の参加がありました。 
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「パパ・ママと子どもの食事のはなし」パート 10 開催報告 
 
１．開催日：令和元年 10 月 18 日（金）12 時～13 時 
２．場 所：保育ルーム「あいりす」一時託児幼児室 
３．テーマ：ちょうどよく食べる～幼児を中心に～ 
４．講 師：自治医科大学附属病院 臨床栄養部栄養管理室 
      茂木 さつき室長 
５．参加者人数：15 名（会員登録者・看護師長・看護師・事務職・子ども医療センター保育士・保育サ

ポーター＋子ども同伴 1 名） 
        13 名（スタッフ）   

総数 28 名 
６．開催内容 
 ・参加者は塩分 2g・500kcal のヘルシー弁当を食べながら、講演を聞いた。 
 ・講演の内容は「健康日本 21」の適正体重の者増加のスローガンを基に、幼児肥満に関する現状と幼

児肥満対策の食事療法について具体的に分かりやすく説明していただいた。この内容は、幼児だけで

なく大人の食事の基本にも当てはまっていた。 
アンケートから、バランスよく 3 食きちんと食べることの重要性を学んだ。ほとんどの参加者が自

分自身の食生活を振り返り、偏った食べ方や塩分摂取の見直しを考えるきっかけになり大変参考に

なったと述べており、参加者の関心度が高かった。 
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「小児科の医師からパパ・ママに伝えたいこと」NO9 開催報告 
 
開催日：令和元年 11 月 26 日（火曜日）12 時~13 時 
場 所：医師・研究者キャリア支援センター会議室 
テーマ：「熱性けいれん、ひきつけ、発作を起こしたら」 
講 師：小児科学 准教授 村松 一洋先生（当保育ルーム園医） 
参加者：28 名（内訳：看護師 5 名、利用会員 5 名、保育サポーター9 名、スタッフ 9 名） 
 
まとめ 
１．今回のテーマは、「熱性けいれん、ひきつけ、発作を起こしたら」として、発作症状を

動画で何事例か示した。子どものけいれん発作を見たことが無い参加者が多く、画像か

らイメージができ、驚きとともに観察と記録の重要性も理解できた様子であった。対処

方法も不安だが冷静に対応したいとアンケートで述べられていた。 
２．今回、多くの人は誘われて参加したが、充実した内容であったので、ほとんどの方から

参加して良かった・ためになったとの意見が多く聞かれた。今後も多くの子育て中の職

員が参加できるように、毎年の好評を伝えるようにしていくことが必要である。 
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令和元年度 保育サポート会員懇親会開催報告 

 
 1 月 17 日（金）12 時から、保育サポート会員懇親会が会議室で開催されました。 
当日は 24 名のサポ－ト会員の出席があり、当センターのアドバイザ－であり、保健センター助教である

秋根先生より「インフルエンザにかからないために」と題して講話がありました。 
今回は、ホワイドボードを使って、先生とサポート会員が対話する形式で行われ、インフルエンザの予

防のためにはよく手洗いをすること、発熱した場合には水分補給と安静が大事であること、予防接種は

万が一罹患した場合に重症化を防ぐために大切であるから必ず受けること、医師がタミフル等を処方す

るかどうかは患者の状態を見極め、信頼関係に沿って判断していること等、会員の方々からの質問に対

し、ユーモアたっぷりに話され、とてもわかりやすく、ためになったとの多くの意見が寄せられました。 
最後に、会員の方々には今後も変わらぬご協力をお願いし、閉会となりました。 
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 [医学部] 卒後ワークライフバランスについて考える会 2019 in Jichi が開催されました 
 
                   
令和元年 6 月 30 日（日）午前 10 時から医学部学生寮大ラウンジにおいて、卒後ワークライフバラン

スについて考える会 2019 in Jichi が開催されました。平成 24 年度から実施している本会も、今回で 10
回目の開催となりました。 
今回は「ワークライフバランスとキャリアの進展～どんな LIFE?～」をテーマに、本学卒業生の田鎖

愛理先生（岩手県 28 期：岩手医科大学勤務）、神徳穂乃香先生（茨城県 39 期：茨城県立こども病院勤

務）、中嶋裕先生（山口県 25 期：山口県立総合医療センター）を招聘し、講演いただきました。 
 会場には教職員、医学部学生などが多数参加し、卒業生の発表を熱心に聴講していました。 
 その後、学生寮大会議室において、グループワークと懇談会が行われました。卒業生を交えた 7 グル

ープに分かれて学生と卒業生、また参加教員とで盛んな議論がなされ、交流を深めることができました。 
 今回、医学部同窓会からの協賛があり、参加者全員にクッキーの差し入れがありました。また、当日は

小野剛同窓会長にお越しいただきました。この場をお借りしまして、深く御礼申し上げます。 
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5 附属病院事業 
第 4 回 All  Jichi Project 開催報告 

 
 9 月 24 日（火）18 時半から、医師・研究者キャリア支援センタ－、及び卒後臨床研修セ

ンタ－共催の「第 4 回 All Jichi Project」が新館南棟スカイラウンジにて開催されました。 
 参加者は医師 21 名（臨床助教 9 名、レジデント 5 名を含む）、研究者 8 名、学生 1 名、 
事務 4 名の計 34 名でした。 
 今回は、「臨床研究と基礎研究」をテ－マに、医師と研究者の幅広い交流会を企画いたし

ました。臨床研究プレゼンは大場祐輔先生（循環器内科）、基礎研究プレゼンは黒須洋先生 
（当センタ－アドバイザ－）が行い、お二人の熱いト－クに参加者一同聞き入っていました。 
プレゼン後、循環器内科へのアプロ－チ、研究者へのアプロ－チに関する質疑応答があり、

今後の臨床、或いは研究へ新たに興味を持たれた方が多かったのではないかと思います。 
その後、情報交換会、懇親会を行い、20 時半すぎに閉会となりました。 

 
 
 

大場先生
病院長

黒須先生
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6 アンケ－ト調査の実施 

 

★働きやすい環境作りについて【Good Practice】のアンケート調査結果★ 

2020 年 2 月に各講座(診療科)がどのような就業支援の取り組みを実施しているのかを教えて頂くために、働きやすい環境について【Good 

Practice】調査を実施させて頂きました。基礎系講座 28、臨床系診療科 29、看護学部教科 8、計 65 講座（診療科）を対象に実施し、計 24 講座

から回答いただきました。 

 結果は学内外で共有させて頂き、今度の就業支援に活用していきたいと考えています。 

 

① 超過勤務、就業規則に関すること  

○カンファ、医局会、抄読会、会議の実施時間変更 11 件 

・超過勤務の削減を目的に実施している意見が全部であった。変更時間帯は講座、診療科の状況により、勤務開始前の朝 8 時、お昼、日中、夕

方 5 時半から開催するなど様々。 

・非生産的な時間をなくす事を目的に、夜の製薬会社の説明会を中止し Web 講演会を案内してもらう。 

・フレックス勤務体制の導入として、病棟医師室に記入シートを置き、当番のお昼までの患者の状況、緊急入院の状況等により数人の医師を午

後帰宅させ、超過勤務削減しているとの意見もあった。 

② 診察や業務効率化に関すること 

○カンファ、医局会の効率化 4 件 

・昼休み前後の時間帯の日中実施する事により集中的に討議、検討することで議論を活性化。 

・毎朝チャートカンファを実施する事により、その日の所在員全員で方針決定、業務を円滑に進められる。 

・SNS 利用によるカンファ情報共有と連絡事項等の周知徹底。 

・カンファレンスを短縮する事で、業務の効率化を図る。（実施目安 1h） 

③ 働きやすい職場作りへの環境整備に関すること 

○親睦会の実施 

・新年会、忘年会、暑気払い、歓送迎会、お花見、BBQ、同門会と名目は様々であったが、話しやすい職場環境作りと親睦を深める目的として

実施。 

・実施方法についても様々な工夫が見られ、全員が参加しやすい時間として昼食時に学内又は近隣飲食店にての開催や管理者等との個人面談の

実施 10 件 

・実施目的の大多数が就労、業務、私生活に対する不安や悩みのヒアリングと問題解決へのアドバイス。少数意見として、研究シーズの発掘、

日常業務改善と効率化の発掘、キャリア展望のヒアリング等。 

・年 1 回、管理者と近隣飲食店で食事を取りながら実施しているとの意見もあった。 

・医局旅行（年 1 回） 2 件 

④ 若手等の人材育成に関すること 

○管理者との個人面談 3 件 

・年 1 回コンピテンシーの達成評価及び次年度の目標設定や希望の聴取調整。 

○学会、研修会等の参加励行 2 件 

・学会、研究会の情報を定期的に一斉送信。 

・専門医合格祝賀会の開催により後進研修医の動機付け。 

 

20 21



今年度よりアドバイザーを拝命致しました。

日々、キャリア形成や働き方などで支援を必要 
とされている方々は少なくないと拝察します。

いつでもご相談いただければ幸いです。皆で心

と力を合わせて課題を解決していきましょう。

支援・改善にも適切な学術があるため、各種専

門家とのネットワークも活用し、国内外の有用

な知見も採り入れていきたいと思います。皆様

に貢献できますよう微力を尽くしてまいりま

す。今後ともどうぞよろしくお願い致します。

す。 

2019 年度、園医を務めます小児科の村松です。 

「あいりす」では教職員の皆さまのキャリア支援

や就労支援を目的に、病児保育や一時託児、送迎

など実施しています。  安心して利用できるよう

職員一同、安全管理、体調管理、感染対策などに

努めていきますので、どうぞよろしくお願いいた

します。 

  この 4 月よりアドバイザーを拝命いたしまし

た。私自身がキャリア形成のまっただ中にあ

り、まだまだみなさまにアドバイスできるよう

なことはありません。しかし、状況をよりよく

するためにみなさまと一緒に考えることはでき

るだろうと考え、お誘いをありがたくお受けす

ることとしました。 
 毎日がチャレンジの連続ですが、そのチャレ

ンジを楽しめるようになりたいと思いながら仕

事をしています。お気軽にお声がけください。 

 
 
 

 

 

 

     次世代育成支援、就業継続支援、復職支援などを通じ働きやすい職場環境の改善、医師・研究者のキャリア形成について 

支援を行います。ご意見・ご希望・ご相談などありましたら、お気軽に声をお掛け下さい。 

       

        アドバイザー就任のご挨拶             アドバイザー就任のご挨拶           

 

学生生活支援センター                   保健センター 
           山邉 昭則 先生                                      秋根 大 先生 
 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

     

    

    

 

    保育ルーム「あいりす」園医就任のご挨拶        保育ルーム「あいりす」園長就任のご挨拶 

           
 

小児科                        看護部副部長 
村松 一洋 園医                     神田 貴代 園長 

   

   

   

 

  

  

  

  

  

  

  

 

  

令和元年 4 月に保育ルーム「あいりす」園長

に就任しました。「あいりす」スタッフの保育

士、看護師、保育サポーター、担当事務が連携

し、遊びや保育ルームの生活を通してお子さま

が健全な成長・発達につながっていけるように、

安全で安心して過ごせる環境づくりを支援して

いきたいと思います。常に子どもたちが明るい

笑顔で過ごすことができ、利用される教職員の

方が安心して預けられる保育活動をしていきた

いと思います。 
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直通：0285-58-7572 

  

 

2 月 27(水)新館南棟スカイラウンジにて第 14 回次世代医師･研究者交流会｢サイエンスカフェ｣を 

開催しました。今回は、メインテーマを｢これからの科学や医療を担う次世代に、今私たちができる 

こと｣とし、東京大学大学院教授大島まり先生に 『進化する科学技術と医療の関係―これからの女性の 

キャリアを考える―』と題してお話頂きました。 大島先生のご自身のキャリア形成、 

育児等のお話から次世代育成オフィス（ＯＮＧ）に 

おける教育活動への取組を踏まえた次世代の医工 

連携による社会デザインの必要性など幅広くお話 

いただきました。カフェ形式での開催に、参加者 

からは「とてもリラックスした雰囲気聴講できた」 

「質問がしやすかった」等々、好評のお声を頂きました。 

 

 

 
 

                 4 月 19 日(金)18 時より第 15 回次世代医師･研究者交流会を開催いたしました。 

                                      第 1 部は地域医療情報研修センター大講堂に於いて、ノーベル生理学･医学賞受賞者 

                   でもある北里大学特別栄誉教授 大村智先生をお招きして「私の研究と社会貢献」と 

題した講演会、第 2 部は会場を西洋堂に移し｢学長、新副学長と語ろう 若手が活躍 

するこれからの自治医大-研究･留学･キャリア-｣の学内交流懇親会が行われました。 

 

 

                           

 

 

 

大村先生の研究の出発点から、アメリカ留学、そして日本に戻られてからの国を超えた研究を進めて来られたことをご紹介ください 

ました。１つの小さな研究フィールドが世界規模の研究へとどんどん発展していくスケール感や、世界の中で自分の研究を発展させ 

ていく探究心、そして研究者として考えてきた、あるいは考えていくべき方向について多くのメッセージを頂きました。講演の中の 

どのお話も印象的で感銘を受けました。特に、自分自身を含め研究者の好奇心や探究心、情熱を強く鼓舞してくださったように感じ 

ました。また、質疑応答で学生たちが積極的に質問している姿から、若い学生の方達にも力強いメッセージになったと思います。 

なかなか良い成果が出せずに悩む毎日ですが、もう１つ積み重ねてやろうと思うので、今一度頑張ります！                   

記：次世代医師・研究者交流会世話人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ノーベル生理学･医学賞受賞  
 

参加者の感想 

≪今後の行事予定≫ 

・7 月 12 日 第 10 回 Jichi  Joy  Café 

・8 月 4 日 「あいりす」夏祭り 

・9 月 17 日 第 11 回 Jichi  Joy  Café 

国境なき医師団での活動についての講話 

 魚沼基幹病院 鈴木美奈先生  

・9 月 24 日 All  Jichi  Project 

      

  
                                 

             

 

 
 

協栄会様より寄贈いただきました❀ 

一般社団法人自治医科大学協栄会様から下記掲載の品々を寄贈いただきました。 

こちらは、保育ルーム「あいりす」においての当センター育児支援部門の運営、活動にご賛同いただきまして、毎年 

寄贈頂いているものです。今年度は、児童書やＣＤ、知育玩具等々多数のお品物を頂戴いたしました。 

早速、ご寄贈の本や玩具に目を輝かせて遊ぶこども達の姿が見うけられました。末永く大切に使わせていただきます。 

協栄会様、ご寄贈いただき厚く御礼申し上げます。 

 
 

 

 

 

 

 

               

保育ルーム「あいりす」では、全てのスタッフが預かっている⼦どもの緊急時に対応できる体制を整えることで、利⽤者が安⼼ 

してお子様を預けられることを目的として BLS講習会を開催し、今年で 7回目の開催となりました。情報センターの淺田義和先生、 

シミュレーションセンターの前田佳孝先生お二人の先生に実技を交えながら丁寧にご指導頂きました。 

参加者からは「実際に直⾯すると動けなくなりそうなので、何度も受けて直ぐ⾏動できる 

ようになれば良いと思います」「受講するほどに理解が深まり⼤変有意義でした」「年 1回 

ですが回を重ねるごとに自信がついてきました」「毎年受講していますが 

継続受講の必要性を感じました。」などの、前向きで意欲的な意⾒が多く 

聞かれました。これからも同講習会の定期開催により、救急蘇生法の技術 

定着を今後もサポートしていきたいと思います。                            
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12月 15日(土)保育ルーム「あいりす」にて、大人 35名、お子さま 27名、 

計 42名の方々にご参加頂きまして、毎年恒例のクリスマス会を開催いたし 

ました。 ピアノ演奏に合わせ手遊びをしながらの「きらきら星」の合唱や、 

マジックショーにこども達が 

参加したり、とても和やかな会となりました。 特に、保育士さんによる 

ハンドベル演奏はクリスマス気分を大いに盛り上げて参加者の皆さんに       

大好評でした。 最後にサンタさんからのステキなプレゼントを貰い 

とってもおいしいケーキを食べて、楽しくクリスマス会が終了しました。 
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                第 8、9回 Jichi Joy café（通称：JJC）   於：センター会議室 

30年度テーマ「働き方を考える。In The Jichi」 

                                  第 8回は⼩児泌尿器科の川合志奈先⽣をお招きして『素敵な王子様
と過ごす方法』をご講話いただきました。 
これまで先生と関わられた上司,病院スタッフ,患者さん,主夫である旦那さ 
まそして息子さん・・をつぎつぎに『王子様』として認定し、どんどん巻 
き込んで、ブレない⼥性泌尿器科医としてのプロフェッショナルな道のり 
を形成された川合先生の生き方に皆感銘をうけました。 
また、家庭での旦那さま･子供との効果的なコミュニケーション方法など、 

ご主⼈の主夫⼒の引き出し⽅など、とても参考になりました。  

第 9回は本学の産業医でもある保健センターの小川真規先生に 
『働く』というテーマでお話し頂きました。 
皆さんは「両⽴⽀援」という⾔葉を聞いたことがあるでしょうか？ 
医療職の⽴場として治療と就労の両⽴も⼤事ですが、今回は出産･ 
育児を中⼼とした家庭と就労の両⽴を中⼼にお話し頂きました。 
育児⽀援の制度は整ってきていますが、家庭と就労の両⽴をする 
ことは大変な現実があります。 それを少しでも変えるためには,声を上げることが⼤切 というメッセージは 
参加者の心に強く残りました。 また、⽀援と貢献は対価関係にあることを理解し、⽀援に感謝する⼼を持つ 
ことが⼤切だということも改めて感じました。 
両⽴⽀援については、下記の HPも参考にしてください。 
◎厚⽣労働省委託事業 ⼥性の活躍・両⽴⽀援 総合サイト 両⽴⽀援の広場：http://ryouritsu.mhlw.go.jp/ 

 
★医師・研究者キャリア支援センターでは皆様の声を 
ぜひ聴かせて頂きたいと考えています。 
ご意⾒等がありましたら気軽にお寄せ下さい。                

※ 詳しい内容を HPに公開しております。是非ご覧ください。 

 
 

小児科医からパパ･ママに伝えたいこと 

保育ルーム「あいりす」の園医でもある小児科の横山孝二先生をお招き致しまして、ご講話いただきました。 
今回のテーマは「身近に潜む⼦どもの脅威〜Injury Alertの事例報告〜」とし、19事例とその対応策を紹介解説 
していただきました。日常の子育ての中で何気なく体験している事から起きる 
予期せぬ事故の事例に参加者は大変驚いていました。 
アンケートでは、「気を付けているつもりでも、危険なことが一杯の中で 

⽣活をしていることを認識できた。⼦どもを守れるように頑張ろうと思う」 
    などの意⾒を頂き、⼦育てに関する安全意識を⾼める非常に良い機会となり 
  ました。 

 

            ≪次 回 行 事 予 告≫  

第 15 回 次世代医師・研究者交流会 

         平成 31 年 4 月 19 日（金）18:00～ 

地域医療情報研修センター 大講堂 

  大村 智 先生 講演会 

/北里大学特別栄誉教授 

   ★ノーベル賞受賞者の貴重な講演会ですので 

      是非ご聴講くださるようご案内いたします★ 

2018.11.9（金）  於：センター会議室 
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2019.10/2019.11 の 4 日間 

 

 
 
 

 
 

       

 

✦✦ スウェーデンの子育て支援・働くママ医師から「子育て＋仕事 120％」 

カロリンスカ大学病院 宮川絢子先生をお招きしました ✦✦ 
                        令和元年 12 月 18 ⽇（⽔）本館北棟 講堂 1 に於いて、「働き方を考 

えるセミナー」を開催いたしました。 
今年度は、遠くスウェーデンの地でご活躍の宮川絢⼦先⽣に遥々ご⾜ 

                        労いただきまして、「子育ても仕事も 120％︕︕︕」スウェーデンの⼦   
                        育て支援と題してご講演頂きました。 

講話では、スウェーデンと⽇本の医療システムの違いや男⼥格差につ 
いて、さまざまなデータを引用して分かりやすくお話いただきました。 
中でも、患者側からの厳しいアクセス制限や費用対効果判定による治療 
の選択・中⽌等、⽇本では容認を得られない様な医療システムの浸透に 
は、聴講者の方々も皆大変驚いていました。 また、宮川先⽣ご自身の 
お⼦様（双⼦）の出産や⼦育てを経験している中で、⼥性外科医として 

キャリアを目指す考え方をご提⾔頂きました。「⽣きるために働く」「⼈⽣は不公平」というご提⾔の中に、先⽣の⼥性外 
科医としての強い信念をお⽰しして頂いた講演となりました。 

聴講者からのアンケートでは、「⽇本とスウェーデン 
 の両方の国を体験しておられるからこそのお話で大変興 
 味深かった」「⽇本の意識改⾰が継続的に必要であると 
 思った」「キャリアや働き方について考える機会となり 

ました」などの様々な意⾒が寄せられました。 
医師・研究者キャリア支援センターでは皆さんの働き 

方改⾰の少しでもお役に⽴てる催事をこれからも企画していきたいと考えております。催事につきましてのご意⾒ご希望が 
ございましたら、お気軽に医師・研究者キャリア支援センターまでご連絡、お問い合わせください。 

    ※セミナーの模様は、自治医科大学図書館ＨＰ ビデオオンデマンドよりご視聴いただけます。（カテゴリ・教育→教職員教育） 

 
 
 

 
今年で 8 回目を数えた講習会は、サポート会員、保育ルーム 

保育士、事務員合計 31 名の参加となりました。講師を情報セン         保育ルーム「あいりす」の園医をお勤めの小児科 
ター淺田先⽣とシミュレーションセンター前田先⽣のお二⼈先          村松准教授をお招き致しまして、「熱性けいれん、 
⽣にお願いし、実技を交え丁寧にご指導いただきました。            ひきつけ、発作を起こしたら」をテーマにご講話 
受講者は、実技中も自分の疑問点を積極的に質問したり、受講           いただきました。 
者同士で教え合ったりする場⾯が多々⾒られなど大変意欲的な    ⼦どものけいれん発作を⾒たことが無い参加者が殆どでしたが 
姿勢が⾒られました。アンケートでは「乳児の⼈工呼吸が難し    動画にて発作状況を何事例か⽰していただいた事により、よく 
かった」との意⾒が多くみられました。これからも同講習会の    イメージでき、驚きとともに 
定期開催により、救急蘇⽣法の技術定着とスキルアップを図り、   観察と記録の重要性も理解で 

利用者が安⼼して預けられる保育    きた様⼦が⾒られました。 
ルーム「あいりす」として皆さん     アンケートでは「対処方法も 
の就業を今後もサポートしていき       不安ですが冷静に対応したい」 
たいと思います。                   等の適切な対応への意識付け 
 デモンストレーションの様子        を、感じるご意⾒が寄せられ 

         ました。 
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小児科医からパパ・ママに伝えたいこと 

「熱性けいれん、ひきつけ、発作を起こしたら」 

2019.11.26 

於:センター会議室 
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内線：2448 

mail：career-support@jichi.ac.jp  

 

 

保育ルーム「あいりす」 

内線：2445   

直通：0285-58-7572 

  

 

9 月 17 日（火）に「第 11 回 Jichi Joy Café」を開催しました。 

今回は、「医療人としてのキャリアビジョンを考える」というテーマで外部 

講師を招いて講演会形式で実施致しました。 講師は新潟大学地域医療 

境域センター・魚沼基幹病院の産婦人科部長、鈴木美奈先生です。 

鈴木先生は国境なき医師団として海外でのご活躍経験があり、それらの 

貴重なご経験を多くの写真をまじえて御講話頂きました。夢をもって努力 

すること、感謝の心を忘れないこと、スタッフと協力して診療にあたる姿勢 

など、医療人として本来あるべき姿をメッセージとして残して頂きました。 

今回は医学部生の参加も多く、「夢を与えて頂いた」「先生のお話しを地域医療に活かしたい」など、多数の 

感想が寄せられました。当センターでは皆さまから頂いたご意見を参考に、働き方の多様性やキャリアについて、 

今後も話題提供ができればと考えております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

 
12 月 14 日(土)に保育ルーム「あいりす」にて恒例のクリスマス会を開催しました。 

当日は、19 家族スタッフを含め合計 54 名の方々にご参加頂きました。 
今年度の大イベントは、何といっても保育士さん初挑戦の「フィンガー 
アクション」です。⿊⾐姿の保育士さんがカラフルな手袋をつけて、 
今話題の「パプリカ」の曲に合わせフィンガーアクションの披露に、 
子供たちのまんまるお目目👀👀は釘付けとなりました。 

その他、大型絵本📚📚の読み聞かせやサンタさんからのプレゼント🎁🎁に皆でケーキ🍰🍰を食べたて、とても楽しいひと時となり 
ました。来年も家族で楽しめるクリスマス会を企画いたしますので、皆さん期待してお待ちください♪ 

                              

 
 

 

 

 

 

 

 

 
≪今後の行事予定≫ 

第 12 回  

  2 月 28 日（金）12：30～14：00 

総合心療内科  

白石 裕子先生にご講話いただきます♡ 
 

保育ルーム「あいりす」 2019.12.14 
於：保育ルーム「あいりす」 

2019.6.13・27 

 
 
 

 
 

❋ 医師・歯科医師の 育児短時間勤務制度が変わります!! 

 

✦育児しながら働くパパ・ママ、医局員不足に苦慮されている管理職の方に朗報です✦ 

現在の深刻な医師不⾜の状況や、昨年度当センターにて実施致しました「保育施設ニーズアンケート」及び「研究者の 
就業制度拡充に向けた出産育児⽀援ニーズ調査」に皆様から寄せられましたご意⾒を基に、医師･研究者キャリア⽀援セン 
ターから「育児短時間勤務制度の拡充に対する要望書」を人事課に提出いたしました。その結果として、育児休業規定の 
一部が改正となりました。★★★医師不⾜に苦慮されている管理職の⽅々やキャリア形成にお悩みの働くママには大変有効 
な改定となります。 
 育児休業制度の改正内容詳細は、下図記載の通りとなります。 
  

①特別休暇 
（育児時間） 

 
②育児短時間勤務 

（週 30 時間勤務） 

《 改正 》※ 
②育児短時間勤務 

【 特 例 新 設 】 

 
③育児短時間勤務 

（週 20 時間勤務） 

対象者 女性職員 1 日の所定勤務時間が 6 時
間を超える職員★ 

医師⼜は⻭科医師の免許を
有する全ての教員、病院助教
及びレジデント 

医師⼜は⻭科医師の免許を
有する全ての教員、病院助
教及びレジデント 

取得可能 
期間 

子の 1 歳の誕
生日前日まで 

子の 3 歳の誕生日前日まで 子の小学校就学前まで★★ 子の小学校就学前まで★★ 

勤務免除 
時間 

1 日 2 回、1 回
につき 30 分 

所定の勤務時間の始め⼜は
終わりにおいて、1 日を通じ
て 30 分単位で 2 時間まで 

所定の勤務時間の始め⼜は
終わりにおいて、1 日を通じ
て 30 分単位で 2 時間まで 

1 週間の勤務時間が 20 時間
となるよう、1 日 8 時間⼜は
4 時間の勤務を組み合わせ
る 

他制度と
の組み合
わせ 

※①育児時間+②育児短時間勤務・・・○（但し 1 日最⻑ 2 時間まで） 
※①育児時間+③育児短時間勤務（週 20 時間）・・・○ 
（但し育児時間の取得は 1 日の勤務時間が 4 時間の日にあっては 1 回 30 分間まで） 
※②育児短時間勤務+③育児短時間勤務（週 20 時間）・・・× 
★ 有期限職員のうち次のいずれかに該当する者は申し出ることが出来ない。 

（1）雇用期間が 1 年未満の者（2）1 週間の所定勤務日数が 2 日以下の者 
★★ 所属⻑が特に必要があると認めた場合は小学 3 年修了まで。 
※  従来の育児休業規程(育児短時間勤務)に「育児短時間勤務の特例」が新設されたものです。 

 
 
 

 
社会学 ⻘⼭准教授指導による新⼊学⽣の保育ルーム⾒学会が開催され、 

２日間で 29 名の新⼊⽣が⾒学に訪れました。 
保育ルーム「あいりす」館林事務局主任から、サポート内容、ルーム内の 
設備や一時託児、病児保育に関して注意している点などを細かく説明して 
いただき、皆さん注意深く耳を傾けていました。 

⾒学会終了後は、時間の都合がつく学⽣限定となりましたが、 
8 月開催のあいりす夏祭り準備として、｢となりのトトロ｣の 
形をした折り紙を製作し、お手伝いをしていただきました。 

4 月から新⽣活に忙しく過ごしていた新⼊学⽣の皆さんも、 
この制作を通して童心に返り?幼少期を懐かしむゆったりと 
した時間を少しでも持つ事が出来たのではないかと想像いた 
します♥ 

 「あいりす」では常時、⾒学や育児サポートボランティアを 
募集しています。お気軽にお問い合わせ、ご連絡ください。 
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7 月 12 日(⾦)お昼の時間帯を利⽤して｢第 10 回 Jichi Joy Café｣を開催いたしました。 
今回は参加者へ実施した事前アンケートの結果に基づき、当センターアドバイザーがファシリテーターとなって 

意⾒交換をする形にて実施致しました。日頃の仕事、家庭、育児のお悩みから医局へ要望等々様々な事をディス 
カッション出来ました。中でも、職場で「お互いを理解しあう」には何が大切か︖のテーマには「コミュ二ケ― 
ションの重要性や職場の環境作り、その為の体制作り」が必要などの意⾒が出されました。 

Jichi Joy Café の特徴でもある、“暖かな雰囲気のもと 職種や⽴場を超えて話し合い お互いの理解を深める“ 
ということが出来た会だったと思います。開催後アンケートでは、「いろいろな職種の⽅の意⾒を知ることがで 
きた」「ここでは悩んでいるキャリアのことなど、自由に話してもよいという雰囲気があったことが良かった」 

「参加者の悩んでいることを共有でき、この状況をなんとかしなければという共通の課題が見い出せた」等々の 

感想を頂きました。 今後も多くの方に Jichi Joy Café に参加いただけるように、実施時間や内容を工夫して 

いきたいと思います。都合がつきましたら参加して、自由で暖かな雰囲気を感じて頂ければと思います。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

                 

  毎年恒例となりました「あいりす」夏祭りを、8 月 3 日（土）に開催いたしました。 

  モンスターボックス（玉⼊れ）、エアーホッケー、魚すくい、ヨーヨー、ボーリングと 
  色々なアトラクションに子供たちの明るい声が響きました。 

アトラクションを楽しんだ後は、ボランティアの松本さん(職員 OB)によるシンセサイザーによる演奏で映画「となり 
                                                     のトトロ」メドレーや昨年大ヒットした DA PAUMP の「USA」 

そして今話題の「パプリカ」の曲に合わせて子供達も一緒に歌 
たったり、ダンスを踊ったりと︕︕大盛り上がりとなりました。 
楽しんでいる子供たちの微笑ましい姿に⾒ている大人達も自然 
に笑顔がこぼれるとても楽しい時間となりました。 

                                                       来年度も家族で楽しめる夏祭りを企画いたします 
ので、皆さん期待してお待ちください♪ 

 
                              

 
 

 

 

 

 

 

 

≪今後の行事予定≫ 
・ 9 月 17 日 第 11 回 Jichi  Joy  Café 

国境なき医師団での活動についての講話 

 魚沼基幹病院 鈴木美奈先生  

・ 9 月 24 日 All  Jichi  Project 

・10 月 18 日  パパ・ママと子どもの食事のはなし 

臨床栄養部  

栄養管理室長 茂木さつき先生 
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① 短時間勤務者(医師) 

・20 時間時短勤務利用者数  24 名 

・育児短時間勤務者数     25 名 

 

② 保育ル－ム「あいりす」 

・利用件数        1,207 件 

・利用会員数        162 名 

・サポ－ト会員数       29 名 

   

③ Jichi Joy Café 
・第 10 回(R1.7.12) 参加者  18 名 

・第 11 回(R1.9.17) 参加者  40 名 

          

④ 「次世代医師研究者交流会 講演会 」(H31.4.19) 参加者 283 名(男 146,女 137) 

 

⑤ 「働き方を考えるセミナー」(R1.12.18) 参加者 55 名(男 22,女 33) 
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発行元 自治医科大学 医師・研究者キャリア支援センター 
＜連絡先＞ 

    ＴＥＬ   0285-58-7561 
                   ＦＡＸ   0285-44-8627 
                                      career-support@jichi.ac.jp              

24





医師・研究者キャリア支援センタ－

活動報告書

医師・研究者キャリア支援センタ－

活動報告書

 

自治医科大学

20192019

子
ど
も
医
療
セ
ン
タ

新
4
号
線
バ
イ
パ
ス
へ

交
番

医
大
通
り

自治医科大学
2号館2階

笹原二宮線

グ
リ
ン
モ
ル

駅前通り

自治医科大学
附属病院東

北
新
幹
線

J
R
宇
都
宮
線

東
口

西
口

4

J
R
自
治
医
大

→

アクセスマップ

JR自治医大駅より徒歩10分

新
国
道
4
号
線

東
北
自
動
車
道

  北
関東自動車道

至仙台
至黒磯・白河

至日光

至日光
至水戸

至水戸

JR水戸線JR下館

JR結城

国道123号線
JR宇都宮

JR雀宮

JR石橋

JR自治医大

JR小金井

JR小山

JR間々田

JR野木

至大宮・上野

至茂木

東
北
新
幹
線

国
道
4
号
線

J
R
宇
都
宮
線

真
岡
鉄
道

至鹿沼市

鹿沼I・C

宇都宮I・C

壬生I・C

佐野藤岡I・C
国道50号

宇都宮上三川
I・C

都賀I・C

栃木I・C至高崎

JR栃木

JR両毛線

至足利
　桐生

栃木都賀
JCT

N

真岡I・C

真岡

自治医科大学自治医科大学


	空白ページ
	空白ページ



